
【女性活躍促進事業】 女性活躍推進者育成事業

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

・ 少子高齢化の進行により、生産年齢人口が減少しており、地域経済の活力低下
や県内中小企業における中長期的な人材不足が懸念される中、県内企業におい
ては、従業員の働きがいの向上を含めた働き方改革の推進や、女性をはじめと
する多様な人材を企業経営に活かしていくことが大きな経営課題となっている。
・ 本県の25～44歳の女性の就業率は、77.4％（令和2年国勢調査）となっており、

いわゆるＭ字カーブについては改善傾向にある。一方、多くの県内企業が女性活
躍に関心を寄せるものの、女性の人材育成や管理職への登用を積極的に行って
いる企業は多いとはいえず、指導的立場に占める女性の割合は、依然として目標
数値には届いていない。

・ 企業経営者・人事労務担当者を対象に「“なぜ女性活躍が重要なのか？”を学

ぶ、女性人材の採用・就業継続セミナー」及び「女性活躍を企業の成長に繋げる
戦略構築セミナー」をそれぞれ開催することで、各企業の課題に応じて、スキルや
ノウハウ習得、実践を促し、女性活躍促進の加速を図った。

・ 女性リーダー育成に向けて本気で取り組む研修として「経営者層と女性リーダー
候補での実例づくりサポート研修」を全３回シリーズとして実施。女性リーダー候
補と経営者層が共に現状を把握し、管理職になるための課題や、努力の方向性
を知り、これからの行動目標についても共に考えることで、二人三脚での女性活
躍推進を図った。

「働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま」
官民が連携して発足した組織である同会議の構成団体が運営するHP等を

通じて広く周知していくとともに、女性活躍やワークライフバランスに係るセミ
ナー・講座等を通じて、収集した事例等を企業や働く女性に対して発信する。

・ セミナー参加者からは、女性活躍の重要性が理解できた、自社の課題が認識
できたなどの声が聞かれ、セミナーを受けたことによって、女性活躍に取り組もう
と思った、及びさらに推進しようと思ったと回答した割合が８０％を超えており、
個々の課題やニーズに合ったセミナーを実施することができた。

・ 女性リーダー候補の「管理職になることについての意識」について、研修前で
は、管理職になりたいと思っている参加者は３５．７％だったが、研修後には、
７１.４％となっており、意識の変容が見られた。

【目的】

管理職登用における「意識啓発セミナー」と企業の課題等に応じた具体的な取組
手法を学ぶ女性活躍「推進者（経営層）育成セミナー（スキル・ノウハウの習得）」
の２テーマに分けて実施することで女性管理職登用等の女性活躍を促進する。
【目標】（）内は実績

女性活躍推進セミナー参加者数 200人（189人）
女性活躍推進者が育成された企業数 30社（16社）
県内の事業所における指導的立場に占める女性の割合 22.0％

・ 依然として女性活躍の企業風土形成や環境整備、固定的な役割分担意識の
解消には至っていない、また、管理職候補者となる女性は一定数存在している
ものの、女性の管理職登用に向けた取組を計画的に進めている企業等が少数
にとどまっている。

・ このことから、企業における女性活躍の取組ステージを設定し、ターゲット企業
の検討を行い、県の支援による効果発現が最も期待できる中小企業に対し、重
点的にアプローチを行う必要がある。



事業の概要

（１） “なぜ女性活躍が重要なのか？”を学ぶ、女性人材の採用・就業継続セミナー（意識啓発セミナー）

女性活躍への取り組み方を学びたい県内企業等に対し、企業における女性活躍と企業成長との関連性や、女性人材採用のポイン
ト、女性人材が長く働ける企業の事例紹介を行い、セミナー参加者の意識啓発に努めた。

（２）女性活躍を企業の成長に繋げる戦略構築セミナー（スキル・ノウハウの習得）

事業所における指導的立場に占める女性の割合を向上させるために、既に女性活躍に取り組んでいるが上手くいっていない県内
企業等に対し、女性活躍が注目される背景や女性活躍を企業の成長戦略に繋げる手法を３つのステップごとに説明を行い、セミナー
参加者の行動変容を図った。また、個人ワークを重ね、経営者層の視点から自社の現状を正しく押さえた上での、中期・短期施策の
設計、ビジョンの発信・実行を促した。

（３）経営者層と女性リーダー候補での実例づくりサポート研修（全３回） （スキル・ノウハウの習得）

経営者層の「育む力」と女性リーダー候補の「育つ力」を共に育てるために、両者が共に現状を把握し、管理職になるための課題や
、努力の方向性を知り、これからの行動目標についても考えることで、二人三脚での女性活躍推進を図った。

↑募集チラシ ↑研修の様子↑セミナー（オンライン）の様子



【女性活躍促進事業】 男性育休取得促進事業

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

・ 働き方改革や女性活躍を進めるには、男性の育児・家事参画を進めるのは必須
課題であると認識しており、そのきっかけの一助となる男性の育児休業取得率向
上を目指し、男性育児休業取得奨励金の支給や取組事例集の作成・周知等を実
施してきた。

・ 本県における男性の育児休業取得率は、令和３年度目標15％に対し実績は18.2
％と目標数値を上回っているところであるが、令和７年度は30％の取得率を目標
としており、これを達成するためには取得率が相対的に低い従業員数101人以上
300人以下の企業及び対象者の多い300人以上の大企業を中心とした働きかけを
行うことが重要である。

・ 「男性育休取得促進セミナー」では、都道府県知事として初めて育休を取得した
広島県知事湯﨑英彦と子育てインフルエンサーの木下ゆーき氏との対談や、県
内企業の人事労務担当者・男性の育休取得者・大学生とのディスカッションを実
施し、参加企業の男性育休取得促進のための取組を促した。

・ 「男性育休出前講座」では、講師を企業等に派遣し企業・従業員双方のメリットや
円滑な取得に向けたノウハウ等をテーマとした研修を実施し、企業の取組を後押
しした。

・ 県内企業の男性育休取組優良事例（ベストプラクティス）を募集し、集まった優良
事例を動画配信等により周知することで、男性育休促進の取組が未着手の企業
等に訴求し、取組の加速を図った。

「働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま」
官民が連携して発足した組織である同会議の構成団体が運営するホーム
ページ等を通じて広く周知していくとともに、女性活躍やワークライフバランス
に係るセミナー・講座等を通じて、本事業で収集した事例等を企業や働く女
性に対して発信する。

また、「男性育休取得促進セミナー」では、広島市と共催し、会場の手配や
参加者募集等の広報（広報誌及び市ホームページの活用）について、連携し
て取り組んだ。

【目的】

セミナー及び出前講座、県内企業の取組優良事例（ベストプラクティス）の発信
等により、男性の育児休業における取組が未着手の企業等に訴求し、取組の
加速を図る。
【目標】（）内は実績

男性育休取得促進セミナー参加者 100人（95人）
出前講座受講企業数 10社（10社）
男性の育児休業取得率  15.0%

男性育休取得促進に向けた取組は、次のとおり。

・職場で男性育休制度周知が不十分であり、男性従業員が育休を取得しづらい 
職場環境になっている。
・男女がともに家事・育児に参画するという考え方が、企業に十分浸透していない。
・育休を取得することで、職場に迷惑をかけてしまうと男性従業員が感じている。

これらの課題を解決するために、男性育児休業取得促進の取組事例を収集・発信
するなどにより、育児休業を取得しやすい職場環境の整備を促進する。

・ 「男性育休取得促進セミナー」参加者からは、取組の参考になった、男性育休の
意義がよくわかったなどの声が多く聞かれ、セミナーに対する満足度は90％であ

った。また、男性育休取得促進に取り組もうと思った、及びさらに推進しようと思っ
たと回答した割合が90％であった。

・ 「男性育休出前講座」の参加企業からは、男性育休取得の必要性が理解できた
などの声が多く聞かれ、講座に対する満足度は平均85％であった。また、積極的
に男性育休を促進していきたいとの声が多かった。



事業の概要

（１）男性育休取得促進セミナー

第一部では、「広島発！令和の男性育休」をテーマに、子育てインフルエンサーの
木下ゆーき氏と都道府県知事で初めて育休を取得した湯﨑知事とのスペシャル対
談を実施。時代の流れとともに変化する意識と制度から、これからの男性の育児参
画や育休取得について対談し、セミナー参加者の意識啓発に努めた。

（２）男性育休取得促進出前講座

男性の育休取得を促進したいけれど、管理職の意識や社内風土が変わらない、
社内で何から取り組めばいいのか分からないといった県内企業10社に対し、「男性

育休から考える企業の成長」等をテーマに出前講座を実施し、企業の取組を後押し
した。

（３）男性育休取得優良事例（ベストプラクティス）の募集

県内企業が取り組んでいる「男性の育児休業の取得促進に向けた取組」の中で、
他の企業の参考となる優良事例（ベストプラクティス）を募集し、優良事例を他の企
業等の参考となるよう県のホームページ等で紹介し、取組の加速を図った。

（４）男性育休取得促進のための機運醸成

令和３年７月に広島県と株式会社サンフレッチェ広島が「女性の活躍推進に関す
る連携協定」を締結し、女性活躍に不可欠な男性の育休取得促進を図るため、(株)

サンフレッチェ広島を“広島県イクメン推進アンバサダー”に任命し、機運醸成を図る
こととしており、動画等による優良事例発信やサンフレッチェ広島レジーナの試合会
場において、男性育休取得促進啓発チラシ を作成し、配布した。

↑出前講座募集チラシ

↑セミナー募集チラシ

↑セミナーの様子

↑出前講座の様子

↑啓発チラシ ↑ベストプラクティス
募集チラシ

↑優良事例の動画配信



【女性活躍促進事業】 困難を抱える女性のための支援等事業

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

令和３年度に（公財）広島県男女共同参画財団が「新型コロナウイルス禍が
及ぼす影響について」のアンケート調査を行ったところ、女性回答者の33.5％が

収入面でマイナスの影響を受けており、併せて、生活様式の変化により、友達
と会えなくなった（74.4％）、気持ちが沈んでいる（33.6％）、家事育児負担が増
加した（23.5％）といった問題を抱えているという回答も目立った。

こうしたことから、コロナ禍で複合的な悩みを抱える女性一人ひとりの境遇に
応じ、孤立することなく安心して暮らせる支援が必要である。

【目的】

困難や不安を抱える女性等の社会参画に向け、専門家の知見を活用しな
がら、寄り添った支援を提供する相談体制の充実・確保を行う。

【目標】

臨床心理士・弁護士による無料相談会の参加者数（アウトプット）：４０人

〇 多様な課題や複雑・困難な問題に向き合い、寄り添った相談支援が行える
よう，臨床心理士，弁護士といった専門家による相談会を無料で実施した。
〇 従前から財団の相談業務等と連携実績があり、女性問題に強い臨床心理
士、弁護士を2名づつ配置するとともに、事前予約制とし、1組当たり1時間と十
分な時間を確保することで、相談者が自らの課題に向き合ったり、解決への道
のりを一緒に考えたりする後押しができるよう工夫した。

○ 相談会の実施は、女性問題の相談対応に実績を持つ（公財）広島県男女
共同参画財団に委託した。

○ 相談会に配置した専門家は、従前から財団の相談業務等で連携協力い
ただいている弁護士・臨床心理士に依頼した。
○ 広報周知については、市町やDV被害者支援窓口等の専門機関及びマス
コミを通じて実施した。

【実績】
無料相談会への参加者実績：３２組
（親族やパートナー同伴による参加もあったため、組数でカウント）

【評価】
〇 全ての相談枠が埋まり、本事業のニーズの高さが窺えた。

〇 相談後のアンケート結果で、８割以上の相談者から「満足」との回答が得ら
れた。

〇 自由意見欄においても、「アドバイスをいただけてとても心強かった。」「自分
では気づかなかったことを教えてもらった。」など前向きな意見が多かった。

○ ニーズの高さを踏まえ、相談枠の拡充などの対応が必要である。

○ 社会情勢の変化などにより，相談内容が複雑多様化していることから，内
容を分析し，相談者のニーズに対応できる分野の専門家と、新たに連携する
必要がある。



事業の概要

○困難を抱える女性等を対象に，多様な課題や問題に向き合えるよう寄り添った相談支援を行う
ため，臨床心理士，弁護士による相談会を令和４年９月と令和５年２月の２回開催した。

実施日
・令和４年９月23日（祝） 13：00～17：00
・令和５年２月23日（祝） 13：00～17：00
内容
・弁護士相談… DV、夫婦・家族問題、職場問題、ハラスメントなど
・臨床心理士相談…夫婦、子ども、対人関係、こころの不調など

  会場：エソール広島（広島県女性総合センター）

第1回相談会チラシ 第２回相談会チラシ
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